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意見書
東日本大震災の復興支援と

総合的な復興ビジョン策定を求める意見書
　政府においては、新たな法制度による措置等被災地
への復興支援策の実施とともに、震災によるこの国家
的危機に当たり、国民の生命と財産を守る防災対策を
始めとする新たな安全確保事業を国家プロジェクトと

して実施することを要望する。また、今回の大震災は、歴史上類例を見ないほど、広域かつ複
合的な災害である。このため復興に当たっては、一元的かつ総合的な機関を設置し、既存制度
の枠組みを超える対策を実施することを求める。さらに、被災地自治体の意見を取り入れ震災
復興に向けた総合的な復興ビジョンを速やかに策定することを強く要望する。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、内閣官房長官、衆議院議長、参議院議長

神奈川県全行政区域での地表・土壌・水などの
放射線量と放射性物質濃度測定等を求める意見書

　神奈川県全行政区域での地表・土壌・水などの放射線量と放射性物質濃度測定等を早急かつ
定期的に行うことを国に強く求める。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業

大臣、衆議院議長、参議院議長

原子力発電所の安全対策の強化等を強く求める意見書
　福島第一原子力発電所の事故の一刻も早い収束と原因究明はもとより、国内すべての原子力
発電所の周辺住民の安全・安心を確保するため、次の事項について、特段の措置を講じるよう
国に強く求める。
１　今回の事故原因の詳細な調査を踏まえ、耐震設計審査等の安全指針について見直しを行う
こと。
２　地震、津波などの安全対策について、改めて点検を行うとともに、抜本的な対策を講じ、
国民の安全・安心の確保に努めること。
３　原子力の安全確保等に関する情報公開、住民への説明、広報の充実強化を図ること。
４　今回の事故を受け、国の防災基本計画や原子力防災指針等の見直しを早急に行うこと。
５　今回の事故による風評被害を防止し、特に輸出品や、海外からの観光などへの懸念を払拭
するよう万全の対策に努めること。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、

経済産業大臣、内閣府特命担当大臣（防災）、内閣官房長官、衆議院議長、参議院
議長

再生可能エネルギー政策への転換を求める意見書
　次の点を政府に求めるものである。
１　持続可能性を基本原則とするエネルギー政策とすること。
２　原子力発電所の新増設を停止し、既設のものは段階的に廃止すること。
３　再生可能エネルギーの推進を政策の中心に据えること。
４　発電・供給事業の自由化を促進し、発電と送電を分離すること。
５　エネルギー政策が多くの国民に開かれ、国民の積極的な参加を促すものとすること。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、環境大臣、経済産業大臣

公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書
　政府におかれては、大規模地震等の災害が発生した際、公立学校施設において、地域住民の
「安全で安心な避難生活」を提供するために、耐震化等による安全性能の向上とともに、防災
機能の一層の強化が不可欠であるとの認識に立ち、次の項目について、速やかに実施するよう
強く要望します。
１　公立学校施設を対象として、今回の東日本大震災で明らかになった防災機能に関する諸課
題について、阪神・淡路大震災や新潟県中越沖地震など過去の大規模災害時における事例も
参考にしつつ、十分な検証を行うこと。
２　公立学校施設を対象として、避難場所として備えるべき、必要な防災機能の基準を作成す
るとともに、地方公共団体に対し、その周知徹底に努め、防災機能の整備向上を促すこと。
３　公立学校施設を対象として、防災機能の整備状況を適宜把握し、公表すること。
４　公立学校施設の防災機能を向上させる先進的な取り組み事例を収集し、様々な機会を活用
して地方公共団体に情報提供すること。
５　公立学校施設の防災機能向上に活用できる国の財政支援制度に関して、地方公共団体が利
用しやすいよう、制度を集約し、窓口を一元化すること。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、国土交通大臣

神奈川県最低賃金改定等についての意見書
　次の事項について実現するよう強く求めるものです。
１　神奈川県最低賃金の諮問・改定を早期に行うこと。とりわけ「同一価値労働同一賃金」の
観点に立ち、フルタイム正規労働者の賃金水準への接近を基本に、その改定を図ること。ま
た、特定最低賃金の改定については、大企業の組織労働者の賃金水準への接近を基本に、そ
の改定を図ること。
２　最低賃金の改定に当たっては、地方最低賃金審議会の自主性を尊重すること。
３　総枠としての最低賃金論議については、生活保護との整合性が明確にされたことから、早
期に生活保護を下回らない「生活できる最低賃金」となるよう適切な対応を図るとともに、
その趣旨及び内容の周知徹底を強化すること。
４　「雇用戦略対話（２０１０年）」の確認に基づき、最低賃金１，０００円に向けた取り組みへの指導
を行うこと。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、神奈川県知事、神奈川労働局長

共産（日本共産党座間市議員団）、公明（公明党）、ネット（神奈川ネットワーク運動・ざま）、政和（政和会）、市政（市政クラブ）、市連（市民連合）
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政　
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ネ
ッ
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公　
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共　
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○○○○○○承認専決処分の承認について（平成２２年度座間市
一般会計補正予算（第８号））３６

○○○○○○承認専決処分の承認について（平成２２年度座間市
国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号））３７

○○○○○○承認専決処分の承認について（平成２２年度座間市
老人保健特別会計補正予算（第５号））３８

○○○○○○承認専決処分の承認について（平成２２年度座間市
介護保険事業特別会計補正予算（第５号））３９

○○○○○○承認専決処分の承認について（座間市国民健康保
険条例の一部を改正する条例）４０

●１
△１○○●○○原案可決平成２３年度座間市一般会計補正予算（第１号）４１

○○○○○○原案可決平成２３年度座間市公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号）４２

○○○○○○原案可決平成２３年度座間市水道事業会計補正予算（第
１号）４３

○○○○○○原案可決座間市附属機関の設置に関する条例の一部を
改正する条例４４

○○○○○○原案可決座間市非常勤特別職職員の報酬等に関する条
例の一部を改正する条例４５

○○○○○○原案可決財産の取得について４６
○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４７
○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４８
○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４９
○○○○○○原案可決道路の路線の変更について５０
○○○○○○原案可決和解及び損害賠償の額を定めることについて５１
○○○○○○原案可決平成２３年度座間市一般会計補正予算（第２号）５２
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○○○○○○同意固定資産評価審査委員会委員の選任について５３
○○○○○○同意固定資産評価審査委員会委員の選任について５４
○○○○○○同意人権擁護委員の推薦について５５
○○○○○○同意人権擁護委員の推薦について５６

○○○○○○原案可決神奈川県全行政区域での地表・土壌・水などの放射線量
と放射性物質濃度測定等を求める意見書の提出について

議提
１０

○●●○○○議長裁決
否決

原子力発電から撤退してエネルギー政策の転
換を求める意見書の提出について

議提
１１

○１
△１●●○●○否決政党助成金制度を廃止し、その財源を東日本大震災被災

者救援に充てることを求める意見書の提出について
議提
１２

○●●●●○否決「子ども・子育て新システム」に関する意見
書の提出について

議提
１３

△○○○○○原案可決東日本大震災の復興支援と総合的な復興ビジ
ョン策定を求める意見書の提出について

議提
１４

○○○○○○原案可決公立学校施設における防災機能の整備の推進
を求める意見書の提出について

議提
１５

○△●○○○原案可決再生可能エネルギー政策への転換を求める意
見書の提出について

議提
１６

●○○●○○原案可決原子力発電所の安全対策の強化等を強く求め
る意見書の提出について

議提
１７

○○○６
△１○○○原案可決神奈川県最低賃金改定等についての意見書の

提出について
議提
１８

●●●●●●不採択地球防衛宣言に関する陳情陳情
５４

○△●○△○議長裁決
不採択非核三原則の法制化を求める陳情陳情

５５

○○○６
△１○○○採択神奈川県最低賃金改定等についての陳情陳情
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